
原著論文

バスケットボールのリバ’ウンドボール

　　　　　獲得についての二考察

武井光彦，江田昌佑， 日高　　明

ASTUDYOFREBOUNDINGINBASKETBALL

MitsuhikoTakei，Masasuke　Eda，and　A1〈ira　Hidaka

Abstract

　　Apurposeofthisstudyistotrytoc1earthgnextfactsinbasketba11ga：mes．

1．　The伽erit，of　rebounding．

2．　The　effectiveness　of　offensive　rebound　and　defensive　rebound　for　winning

　　basketba1玉game．

　　Another　purpose　is　to　try　to　c1ear　theエebound　area　with　experimenta1basket－

ba11games．

　　The　resu1ts　were　summarized　as　fo11ows；

1．　Rebounding　was　important　ski11．

2．　Defensive　rebound　was　more　important　than　offensive　rebound　for　winning

　　basketba11game．

3．　Miss　shots　concentrated　in“a”，“c”and“e”area－

　　Moreover　the　areas　were　within3．5m　from　basket．

　　From　these　resu1ts，it　is　necessary　for　p1ayers　to　o㏄upy　three　areas　for　winbing

basketbau　games．

はじめに

　バスケットボールの勝敗は，種々の要因（オ

フェンスカ，ディフェンスカ，反則数，等）

によって左右されるが，「バックボードを制

するチームがゲームを制する」とのことばが

ある。現在のバスケットボールのシュート成

功率を見ると，成功率の高いチームでも，成

功確率は，約50％である。したがって，多く

のチームでは，少なくとも50％以上のシュー

トがリングやバックボードに当たり，リバウ

ンドボールーとなっている。リバウンドボール

を獲得できるか，できないかが勝敗に対して

の重要な要因となるのは明らかである。攻撃

側がリバウンドボールを獲得すれば，得点の
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機会が多くなり，防御制が獲得すれば，相手

の得点の機会を少なくする。また，防御側に

とって，リバウンドボールの獲得は，速攻の

第一条件であり，試合のぺ一スを味方に有利

にする重要な要素でもある。

　このリバウンドボールを獲得する方法とし

て，高橋6）は，その著書「写真と図解による

バスケットボール」の中で，リバウンドボー

ルにっいて次の様に述べている。

　a．絶対に取るんだという断固たる意志が

まず，第一の条件である。

　b．相手のシュートしたボールの特徴を早

くつかんで，その落下点を予想し，良い位置

を占める。

　C．ジャンプのタイミングを，自分の最高

点でボールにミートするように心がける。

　d．両手でボールをつかむよりも，片手の

方が高いところでボールにミートできるので，

片手でボーノレを巻き込むようにしてつかむ練

習をする。

　e．ジャンプしてボールをタップして再び

自分で取る練習も，相手と競り合う場合の大

切な技能として心がけておくこと。

　f．取ったボールはできるだけ早く，そし

て，しっかりと体に引きつけ，床におりると

きは，足を開いてスタンスを広く女るように

して，十分腰を落し，相手からボールをカバ

ーする。

等のことが大切である。

　また，吉井9）は，rバスケットボール」で，

ミスしたシュートのリバウンドボールをいか

にして獲得するかということについては，い

くつかの考え方があり，それぞれの考え方に

よる，それぞれの方法がある。

　そρ1つの方法は，リバウンドするボール

にできる限り多人数がとびっくことによって，

ボールの回りでフォロー・ブロックを作ろう

という考え方による方法である。

　他の1つの方法は，フォローしようとする

攻撃側をそのスタートする位置でブロックし，

リバウンドするボールを獲得しようとする方

法である。すなわち，ボールにとびつくこと

によってボールを獲得するというよりは，ボ

ールのリバウンドする地域を確保することに

よって獲得するという方法である。この方法

は，練習の成果が確実にゲームに現われると

いうこと，身長がその獲得にあまり影響しな

いという面で効果的な方法である。としてい

る。

　その他，川井5），述村7）等もその著書の中

で，「ボールがどこに落ちてくるかを判断し，

その地点に動く」を必ずあげている。

　このように，シュート・リバウンドに際し

ては，リバウンドボール獲得の態勢や位置の

確保が重要とされている。

　そこで，本研究では，リバウンド位置の確

保の重要性に着目し，実際のゲームから，リ

バウンドボールの獲得の重要性を調査・統計

から明らかにする。さらに，実験調査するこ

とと，実際のゲーム中の調査により，シュー

トした地域とそのリバウンドボールが落下し

た地域の関係を明らかにしようとした。

研究方法

（I）リバウンドボールと獲得の重要性

　1981年の関東大学バスケットボーノレ・リー

グ戦中の21試合を任意に抽出，勝チームの獲

得したリバウンドボールと負チームの獲得し

たリバウンドボールを調査・集計した。そこ

から，ゲームの勝敗とリバウンドボール獲得

との関連をみた。

（lI）オフェンス・リバウンドとディフェン

　　ス・リバウンドの重要性の比較

　①　21試合のオフェンス・リバウンドとディ

フェンス・リバウンドの総数を集計，その割

合を算出する。その結果と勝敗の関連を明ら

かにする。
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　②　オフェンス・リバウンド獲得率注1ディ

フェンス・リバウンド獲得率注2の差を検定

することにより，オフェンス，ディフェンス

のリバウンドの重要性を明らかにする。

（皿）シュートした位置とそのリバウンドボ

　　ールの落下地域

　①　実験において：図1に示す位置（リン

グより6m）よりジャンプシュートを行なわ

せ，リバウンドしたボールがどこに落下をし

たかを図2の地域別に調査・集計した。

　②実際のゲームにおいて：図3に示すよ

うにコートを区分けし，シュートした位置と

そのリバウンドボールの落下した地域を調査・

集計した。
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図1．シュートポジション
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図3．シュート位置及びリバウンド地域

a

1－5m

図2．　リバウンド地域・

結果と考察

1．リバウーンドの重要性

　表1は，21試合の総得点と総リバウンド獲

得数を勝チームと負チームに分けて示したも

のである。また，・1試合の平均とその標準偏

差も示してある。

　勝チームのリバウンド総数の合計は799本，

1試合平均38．0本，標準偏差7．5であった。

一方，負チームは合計583本，平均27．8本，

標準偏差6．0であった。また，勝チームと負

チームとの差は，216本，1試合平均10．3本

（標準偏差9．3）になっている。その獲得率を

みると，勝チームがリバウンドの57．8％を獲

得していた。

　勝チームと負チームのリバウンドボール獲

得の割合は，工．37対1である。これは，得点

の割合，1．40対1に近い値を示している。こ

のように，勝チームは，ゲーム中に起きたリ

バウンドボールの大半を獲得している6この

ことは，前にも述べたように，現代のバスケ

ットボールのシュート成功率は，約5割であ

る。シュートに成功しなかった約5割のリバ

ウンドボールの大半を支配することは，それ

注1．
オフェンス・リバウンド確得率＝

オフェンス・リバウンド数

注2．

　　　　　　　　　　　　　オフェンス・リバウンド数十相手チームディフェンス・リバウンド数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディフェンス・リバウンド数
ディフェンス・リバウンド確得率＝

ディフェンス・リバウンド数十相手チームオフェンス・リバウンド数
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表1．リバウンド獲得数

総得点 リバウソド数

勝 負 勝 負 差

21試合合計 1765 1257
7
9
9
（
5
7
．
8
）

5
8
3
（
4
2
．
2
）

216

1試合平均 84．0 59．9 38．O 27．8 10．3

標準偏差 14．2 16．5 7．5 6．O 9．3

だけシュートのチャンス（得点のチャンス）

が多くなることを意味し，勝ちに結びつくも

のといえる。

　さらに，r勝チームの方がリバウンドを多く

獲得する」を検証するために，勝チームと負

チームとのリバウンド獲得の差を検定した結

果，t＝5．08を得，勝チームの方が多くリバ

ウンドを獲得することが明らかになった。

　また，21試合の中でリバウンド総数の50％

以上を獲得しても負けてしまったチームは4

チームであった。55％以上獲得しても負けた

チームは1チームであった。したがって，リ

バウンド総数の55％以上を獲得すると，98％

は勝つことができる，といえそうである。

2．オフェンス・リバウンドとディフェンス

　　リバウンドの重要性の比較

　表2は，リバウンドの獲得をオフェンスと

ディフェンスに分けて示したものである。

　オフェンス・リバウンドでは，勝チーム・

負チームの問にそれほどの差はみられないが，

ディフェンス・リバウンドには，明らかな差

がみられた。（t＝6．43）

　また，ディフェンスは，オフェンスよりも

ゴールに近く位置するのが通常である。した

がって，ディフェンス・リバウンドの方が，

オフェンス・リバウンドより多くなるであろ

う，との予測がある。このことも，勝チーム

で，オフェンス・リバウンド1対ディフェン

ス・リバウンド1．98。負チームでも，1対1．48

とディフェンス・リバウンドの方が多く，明

らかとなった。

　次に，オフェンス・リバウンドとディフェ

ンス・リバウンドのどちらが勝敗に大きく関

連しているかをみるために，オフェンス・リ

バウンドの勝チームと負チームの差の検定・

ディフェンス・リバウンドの勝チームと負チ

ームとの差の検定を行なった。

　本調査では，オフェンス・リバウンドについ

ては，有意な差がみられず，（t＝0．98）ディ

フェンス・リバウンドに有意な差（t＝6．43）

がみられた。このことは，オフェンスリバウ

ンドよりもディフェンス・リバウンドの方が，

表2．　リバウンド獲得数の比較

オフエソスリバウンド数 デイフエソスリバウンド数

勝 負 差 勝’ 負 差

21試合合計
2
6
8
（
5
3
．
3
）

2
3
5
（
4
6
．
7
）

33
5
3
1
（
6
0
．
4
）

3
4
8
（
3
9
．
6
）

183

1試合平均 12．8 11．2 1．57 25．3 16．6 8．71

標準偏差 4．3 5．0 7．33 5．6 5．1 6．21

一24一



ゲームの勝敗年より影響を与えるといえそう

である。

　実際のゲームにおいて，デ．イフェンス・リ

バウンドを獲得することは，相手の得点チ十

ンスを奪い，速攻の第一条件をより多く持ち，

試合のぺ一スを味方に有利にする。そのため，

ディフェンス・リバウンドの獲得は，勝つた

めに非常に重要であることを示していると考

える。

3．シュートした位置とそのリバウンドボー

　　ルの落下地域

（1）実験調査

　表3は，実際のゲーム（1980年）でみられ

たシュート位置の調査である。アンダーバス

ケットからのシュートが54％，次いで，ミド

ルディスタンスからのシュートが44％であっ

た。しかし，リバウンドとなるシュートあ多

くは，ミドルディスタンスからのものであっ

た。

表3．地域別シュート数

表4．種類別シュート数

~:~t~~ ~i~l~~~~~ ~i~~:~7~ 

(~) (.a,Va) ~
 

J)/~Z '+;~~r y h 525 323 61 . 5 

(53 . 7) (66 . I ) 

~ h')11~7'4 ;~fl :/;~ 426 152 35 . 7 

(43 . 6 ) (31 . l) 

~ y~fT~'4 i~~~ )1;~ 27 13 48 . l 

( 2.8) ( 2.7) 

~
f
 
'
 

978 488 49 . 9 

　表4は，実際のゲームでみられたシュート

の種類である。ジャンプ・シュートが67％を

占めていた。

　この調査をふまえ，実験調査には，リング

から6mの位置からのジャンプ・シュートを

とりあげた。

i~~.i~"~ ~~~~~~b~z 

(~/.) (~) 
a
l
o
 

) ~ )/ 7' - 659 302 45 . 8 

'/:~~h (67 . 4) (61 . 9) 

~7 I~ -;~f y 7' - 250 160 64 . o 

~/::L-h (25 . 6) (32 . 8 ) 

~Zyh- 69 26 37 . 7 

'/::~-h ( 7.1) ( 5.3) 
-
*
+
 
F
]
 

978 488 49 . 9 

　その結果が，表5－1から表5－6までで

ある。表5－1は，図1のAからのシュート

がリバウンドボールとなり，どの地域に落下

したかを示す。以下B～E，そして，それら

を合計したものである。（）内は，それぞ

れの表の右下の数を基本とした割合（％）を

示してある。

　この結果，次のことが明らかになった。

　i、シュート位置の反対側地域に1番多く

リバウンドボールは落ちる。

　ii．次にシュートした位置と同じ側の地域

にリバウンドボールは落ちる。

　i1i．リングから3．5m以内の地域に多くリ

バウンドボールが落ちる。

このことは，主として，a，d地域の3．5m

以内の地域に位置すれば，リバウンドボール

が取りやすいことを示すものである。

　この実験調査の結果が実際のゲームでは，

どのように現われるかをみた。

（2）実際のゲームにおいて

　表6が実際のゲームでみられたシュート地

域とそのリバウンドボール落下地域の関係で

ある。実際のゲームでぽ，ジャンプして空中

でリバウンドボールをっかんでしまうために，

実験・調査のように，リングからの距離を明

確にすることはできなかった。’

　A地域からのシュートが不成功のときのリ

バウンドボールは，実験でのAからのシュー
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~!~5 - 1. A~~ ~)(Z) S/~~ h 

a b o d 計

1．5皿 93 90 107 283 573

（2，9〕 （2．8〕 （3，3〕 18．8〕 l17．8〕

2．5皿 248 183 136 444 1011

（7．7〕 ｛5，7〕 ｛4．2〕 113．8〕 131．4〕

3．5m 217 147 97 608 1069

（6．7〕 ｛4．6） ｛3．O〕 （18．9〕 （33．3〕

4．5皿 154 125 68 103 450

（4．8） （3．9〕 （2，1） （3．2〕 114．O〕

5．5m 82 20 7 3 112

（2．6〕 l　O．6〕 （O．2〕 （O．1〕 （3．5〕

0ver

計 769 565 415 1441 3215

（24．7〕 （17．6〕 （12．9〕 （44．8〕

~~5 - 4. D~~ ~~)'~/~= h 

a b
 

c
 

d
 

~f 

1.5 m 363 143 65 87 663 

( 12 . 1) ( 4.7) ( 2.1) ( 2.9) (21 . 8) 

2.5 m 636 208 163 192 1199 

(20 . 9) ( 6.8) ( 5.4) ( 6.3) (39 . 4) 

3.5 m 175 10g 134 203 621 

( 5.7) ( 3.6) ( 4.4) ( 6.7) (20 . 4) 

4.5 m 87 78 88 132 385 

( 2.9) ( 2.6) ( 2.9) ( 4.3) ( 12 . 6) 

5.5 m 4
 

26 67 78 175 

( 0.1) ( 0.9) ( 2.2) ( 2.6) ( 5.7) 

Over 1
 

1
 

( 0.0) ( 0.0) 

~f 1270 564 518 692 3044 

(41 . 7) (18 . 5) (17 . O) (22.7) 

~~5 - 2. B~~~)(Z)'1'L- h ~l~5 - 5. E~~~)Cl)~/~= h 

a b o d 計

1．5皿 97 93 143 391 724

（3．2〕 （3．1〕 ｛4．8〕 l13．O〕 ｛24．1〕

2．5皿 198 176 240 563 1177

（6．6〕 15．9） （8．O〕 l18．7〕 ｛39．2〕

3．5m 178 134 106 152 570

｛5．9〕 （4．5） 13．5〕 （5．1〕 l19．o）

4．5皿 126 96 77 62 361

｛4．2〕 ｛3．2） （2．6〕 （2．1〕 l12．O〕

5．5皿 66 64 36 8 174

（2，2〕 （2．1〕 ｛1．2〕 lO．3〕 （5．8〕

Over

計’ 665 563 602 1176 3006

（22．1〕 （18。η 〔20．O〕 ｛39．1〕

a
 

b
 

c
 

d
 

~f 

l.5 m 160 llO 57 102 429 

( 5.3) ( 3.6) ( 1.9) ( 3.4) ( 14 . 2) 

2.5 m 404 1 20 147 209 880 

(13 . 3) ( 4.0) ( 4.9) ( 6.9) (29.1) 

3.5 m 761 98 127 186 1172 
(25 . I ) ( 3.2) ( 4.2) ( 6.1) (38 . 7) 

4.5 m ll8 60 96 174 448 

( 3.9) ( 2.0) ( 3.2) ( 5.7) ( 14 . 8) 

5.5 m 3
 

5
 

16 73 97 

( 0.1) ( 0.2) ( 0.5) ( 2.4) ( 3.2) 

Over 1
 

1
 

( 0,0) ( 0,0) 

~
 
1446 393 443 745 3027 

(47 . 8) ( 13 . O) ( 14 . 6) (24 . 6) 

~~ 5 - 3. C ~~~)~) ~/~L ~ h ~~ 5 - 6. ~~~~i~U~l~~ ~CD~/ ;L - h ~)A~+ ~'o 

a
 

b
 

o
 

d
 

~t 

1.5 m 146 210 191 182 729 

( 4.9) ( 7.0) ( 6.4) ( 6.1) (24 . 4) 

2.5 m 184 369 296 180 1029 

( 6.2) (12.4) ( 9.9) ( 6.0) (34 . 5) 

3.5 m 188 140 128 158 614 

( 6.3) ( 4.7) ( 4.3) ( 5.3) (20 . 6) 

4.5 m 88 127 93 113 421 

( 3.0) ( 3.1) ( 3.1) ( 3.8) (14 . l) 

5.5 m 14 72 84 14 184 

( 0.5) ( 2.8) ( 2.8) ( 0.5) ( 6.2) 

Over 2
 

3
 

5
 

( 0.1) ( 0.1) ( 0.2) 

~f 620 920 795 647 2982 

(20 . 8) (30 . 9) (26 . 7 ) (21 . 7) 

a
 

b
 

c
 

d
 

~
t
 

l.5 m 864 646 563 1045 3118 

( 5.7) ( 4.2) ( 3.7) ( 6.8) (20 . 4) 

2.5 m 1670 1056 982 1588 5296 

(10 . 9) ( 6.9) ( 6.4) (10 . 4) (34 . 7) 

3.5 m 1519 628 592 1307 4046 

( 9.9) ( 4.1) ( 3.9) ( 8.6) (26 . 5) 

4.5 m 573 486 422 584 2065 

( 3.8) ( 3.2) ( 2.8) ( 3.8) (13 . 5) 

5.5 m 169 187 210 176 742 

( 1.1) ( 1.2) ( 1.4) ( 1.2) ( 4.9) 

Over 2
 

4
 

l
 

7
 

( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) ( 0.0) 

~
t
 
4795 3005 2782 4701 15274 

(31 . 4) ( 19 . 7) (18 . 2) (30 . 8) 

26 --



表6．シュート地域とそのリバウンド・ボール落下地域

ツユート　ー
落下地域 A地域 B地域 C地域 D地域 E地域 計

41 37 27 48 67 220
a （24．8） （14．6） （ユ4．8） （24．6） （36．8） （22．5）．

b
18 44 19 49 7 137
（10．9） （17．3〕 （10．4） （25．工） （3．8） （14．0）

32 71 84 42 44 273
C （19．4） （28．0） （46．2） （21．5） （24．2） （27．9）

d
19， 57 20 32 19 147
（11．5） （22．4） （11．0） （16．4） （10．4） （15．0）

55 45 32 24 45 201
e （33．争） （17．7〕 （17－6） （12．3） （24－7） （20．6）

計
165 254 182 195 182 978
（16．9） （26．O） （18．6） （19．9） （18．6）

ト同様，Cの地域に，次いで，aの地域に多

く落下する傾向を示した。C地域から投げら

れたシュートのリバウンドは，cの地域に46．2％

と約半数が落下した。これは，シュートした

反対側に落ちるリバウンドボールも，バック

ボードに当たり，シュートした側にリバウン

ドするためと考える。そして，E地域からの

シュート・リバウンドは，A地域からのシ・・

一ト・リバウンドとほぼ同様の結果となった。

ただし，E地域とA地域からのシュート・リ

バウンドでやや異なったのは，E地域からの

シュート・リバウンドにおいて，C地域への

落下が多かったことである。これは，バスケ

ットボールのプレイヤーの多くが右利きであ

るため，ボール・リリース点が視点よりも右

側にある。そのため，右側（C地域方向）ヘ

シュート軌跡がずれるのであろうと考える。

　全体的にみると，a（22．5％），c（27．9％），

e（20．6％）の各地域に多くのリバウンドボ

ールが落下した。この結果は，　（1）の実験，

調査で得られた結果と一致した。このことを

みると，（1）で得られた，「リングから3．5m

以内にリバウンドボールは落下する」も実際

のゲームでも実証されるものと思われる。

　また，B地域からのシュートがリバウンド

ボールに変わりやすい傾向にあるのが目につ

く。全リバウンド，978のうち，26％にあた

る254がB地域から投げられたシュートがリ

バウンドしたものである。

まとめ

　以上の結果をまとめると，

（1）リバウンドは，勝つために大変重要な

　　要素である。

（2）ことに，ディフェンス・リバウンドを

　　多く獲得することが勝つために重要であ

　　る。

（3）リバウンドは，図4の位置に多く落ち

　　る。

（4），（3）から，図4の位置を確実に保持

することが，’多くリバウンドを獲得すること

にっながる。

　が明らかになった。

C

a　　　　　　　　　　　　　e

3．5m

図4．リバウンドポジション
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　これらのことを理解し，実行することによ．

り，身長差を少なくし，リバウンドボールを

多く獲得できるものξ考える。そして，この

位置の確保により，チームのシュート回数を

増し，攻撃のリズムをつかみ，ゲームに勝つ

ことができるであろう。
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